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 「遊び場・屋根のない教場」 
－ディヴィッド・ストウ著『トレーニング・システム』より－  
The Play-ground, or uncovered school-room  
The Training System:Moral training school and Normal seminary  
for preparing school-trainers and goveresses 




























































































       
Source: Wilderspin, S. A System for the Education of the Young, James S. 





System: Moral training school and Normal seminary for 
preparing school-trainers and goveresses）』（2006）は，ロンド
ンの Longman, Brown, Green and Longmans による 1854 年刊
行の著作の復刻版古典シリーズであり，これは，総頁数 574
頁（序文と目次で 12 頁，本文 536 頁，補遺 26 頁）のまさ







Source; Stow, D. The Training System: Moral 
training school and normal seminary for preparing 







Section 1. 概説（The General argument.）（pp. 1-111） 
Section 2. 徳育学校の必要性（Necessity for moral traing 
schools.）（pp.112-152.） 
Section 3. トレーニング・システムの顕著な特徴 
（Distinctive features of the training system.）（pp. 
152-229.） 
Section 4. トレーニング・システムの運用のための規準あ
るいは規則（Norma or rule for conducting the 
training system.）（pp. 230-341.） 
Section 5. タイトルなし（pp. 342-371.） 
Section 6. 実践例（Practical examples.）（pp. 372-428.） 
Section 7. タイトルなし （pp. 420-484.） 
Section 8. その他いろいろ（Miscellaneous.）（pp. 485-536.） 
Appendix Bible emblems, Practical example, Skelton sketches
（pp. 1-24.） 
Advertisement to tenth editions  各セクションの要約（pp. 
1-2） 
出典：ニュー・ラナークにて 2011 年 11 月 24 日筆者撮影
Source: Ibid. 













































2. 原典の‘  ’については，カギ括弧「 」を用いて表記し
た。 
3. 原著者が補った（ ）の言葉は，［ ］で表した。 






































































































































































































                                                                 
i 遊び場のなかにある屋根のある小さな物置は、雨天の期
間はとても有効である。 






































































屋外と屋内の清潔（CLEANLINESS OUT–OF- DOORS 
AND IN–DOORS） 
                                                                 
ii なめらかさや耐久性のためには、アスファルトは、回転軸
のまわりにはとても有効である。 




































  柱は，少なくとも 5 フィートは地面に埋められて十分に
固定され，互いに少なくとも 33 フィートから 35 フィート
離れていなければなりません。5－7 歳児用の高さは地面か





































ませんiii。5－7 歳児部門の子どもが午前 9 時から午後 4 時
まで学校にいる場合，およそ











良いことです。7－11 歳児には，1 日に 2
時間がほぼ水準です。疲労は避けねばなりません。そして，
このために，彼らがスポーツをしている間，教師（master）
や女教師（mistress）は， 駆りたてる・ ・ ・ ・ ・ のではなく主導・ ・ せね
ばなりません。 






















































育）運動を推進した哲学者・デューイ（Dewey, J., 1859 - 


















































































































26th Sep. 2011） 
6 Stow, D., The Training System: Moral training school and 
normal seminary for preparing school-trainers and 
governesses, Elibron Classics, 2006, pp. 207-214. 
















史学者の Dr Petre Cuningham の助言にしたがって，
Initiatory Departmentを5－7歳児部門，Juvenile Department
を 7－11 歳児部門，Junior Department を 7－10 歳児部門，





12 W. H. キルパトリック著，西本三十二訳『新教育の創造』
牧書房，昭和 23 年，pp. 298-299. 
13 T. Percy Nunn, Education: its data and first principles, 









事務局の連絡先は，David Yearley IPA The Old Barn 
Wicklesham Lodge Faringdon SN7 7PN であり，日本の
IPA 事務局代表者は，同志社女子大学教授の笠間浩幸氏
である。（Yearley 氏からの 2012 年 1 月 16 日筆者宛メー
ルより） 
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